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も
と
も
と
、
航
空
測
量
会
社
と

し
て
世
界
の
社
会
シ
ス
テ
ム
基

盤
構
築
に
貢
献
し
て
き
た
パ
ス
コ
。

人
工
衛
星
、
航
空
機
、
船
舶
や
ド

ロ
ー
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
を

駆
使
し
て
地
球
を
「
は
か
り
」、
そ

れ
ら
を
空
間
情
報
に
融
合
さ
せ
て

人
と
自
然
が
共
生
す
る
未
来
社
会

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
国

土
の
管
理
保
全
、
災
害
環
境
対
策
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
、
行
政
業

務
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
提
供
す
る
情
報
は
政
府

や
地
方
自
治
体
、
企
業
な
ど
で
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

海
外
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
以
上
の
国
で
空
間
情
報
事

業
を
展
開
。
各
国
の
国
土
空
間
デ

ー
タ
基
盤
整
備
や
森
林
保
全
、
災

害
対
策
、
道
路
の
維
持
管
理
に
貢

献
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
に
そ
れ
ま
で
の「
空

間
情
報
で
何
が
で
き
る
か
」
か
ら

「
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
」
に
発
想
を
転
換
し
、

同
時
に
「
持
続
的
な
企
業
成
長
に

向
け
た
利
益
体
質
へ
の
変
革
」
を

経
営
計
画
と
し
て
掲
げ
た
。

　

パ
ス
コ
に
は
、
社
員
が
生
き
生

き
と
働
き
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑

戦
で
き
る
環
境
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
機
会
と
し
て
各
種

研
修
制
度
や
資
格
取
得
制
度
、
留

学
制
度
、
国
内
大
学
と
の
連
携
制

度
な
ど
を
用
意
す
る
他
、
社
内
に

「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
大
学
」
や
「
Ａ
Ｉ

人
材
教
育
」
を
開
設
。
将
来
を
担

う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
や
イ
ノ
ベ

ー
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
育
成
中
だ
。

　

な
お
、
技
術
に
対
す
る
信
頼
を

得
る
た
め
、
今
後
は
博
士
号
取
得

者
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
次
世
代
育
児
支
援
認
定

マ
ー
ク
「
く
る
み
ん
」
を
取
得
し

た
り
、
在
宅
勤
務
制
度
や
休
暇
・

休
業
制
度
を
拡
充
し
た
り
す
る
な

ど
、
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、
働
き

方
改
革
に
も
取
り
組
み
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

「
地
球
を
は
か
り
、
未
来
を
創
る
」

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

社
員
の
好
奇
心
や
能
動
性
を

後
押
し
す
る
職
場
環
境

やりたいことがあれば、
一歩動いてみて

お互いに感謝し合える
パートナーシップ

中央事業部技術センター
海外技術室

清宮 奈美さん

筑波大学第2学群
生物資源学類

（現生命環境学群生物
資源学類）卒業

パスコに入社、
仙台支社で国内の
建設コンサルタント業務
を担当

本社戦略企画部で
民間企業向けの
サービスを企画

システム事業部で
民間企業向けの
GIS業務を担当

英国に留学し、
マーケティングを学ぶ

海外技術室へ異動

産休・育休を経て
同部署に復帰

　中学生の時に見たドキュメンタリー番組で環境問
題に関心を持ち、「世の中の役に立つ仕事をしたい」
と、パスコに入社しました。
　入社後しばらくは国内の仕事を担当していました
が、語学力の向上と知識を広げるため、会社の留学
制度を活用して英国でマーケティングを学びました。
その後、長年海外事業に携わっていた方とお話しす
る機会があり、一念発起して海外業務を担当する部
署に異動しました。現在、海外の地理空間情報の整
備や活用に関する政府開発援助（ODA）案件を担
当しています。
　海外の仕事に関心がある方は、経験者と直接話を
してみることをおすすめします。インターネットな
どで体験談に触れたり海外の情報を入手したりはで
きますが、実際に聞いてみると、そこに書かれてい
ない思いや出来事も知ることができますから。

　この数年間、タイの高精度測位に関する仕事に携わっています。プロジェ
クトを通じて、日本の測位衛星「みちびき」や日本の技術をタイや周辺国
に広く紹介してきました。
　昨年担当した国際協力機構（JICA）のプロジェクトでは、タイで高精
度測位技術の利活用を促進させることを目指した調査や検討を担当しま
した。その一環として、10社以上の日本とタイの企業にご協力いただき、
高精度測位データを活用したICT施工、農機の自律走行、電気自動車の自
動運転などのデモンストレーションを実施しました。
　この仕事には、前述の企業の他に、日本とタイの政府機関や、大学の先
生など、たくさんの方々
が関わっています。関係
者が多い分、丁寧なコ
ミュニケーションを心掛
けました。大変なことも
ありましたが、お互いに
感謝を伝い合える場面も
あり、心からやりがいを
感じました。

電動自動車のデモンストレーションを
実施した開発者の方 と々


